










地域に親しまれ、必要とされる」A へ 。 S ぃふ

「准組合員の意思反映・運営参画の
あり方についての共同研究」を
香川大学と連携して行いました。
」Aグル ー プ香川は2019年6月、香川大学と「包括連携協力に関する協定」を結びました。産学連携に

より共同研究を推進することで、香川県の農業振興や地域の発展に貢献することを目指しています。

その 一 環として、JA香川県では地域活性化アクションプログラムの取り組みとして「准組合員意思

反映研究会」を実施。講師に同大学経済学部地域社会システム学科の原直行教授（農学博士）

を招き、2019年度は3回にわたってワ ー クショップを開催しました。
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川端依里さん 原直行教授

JAの取り組みについての認知度（複数回答可）
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最も高いのは「きらり」の認知度 〉
若年層ではやや低くなる
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� 50~64歳(356人）
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